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乳用牛の改良増殖目標（抜粋）

（１）能力に関する改良目標

乳用牛の改良に当たっては、泌乳形質とともに、強健性に関わる体型形質や繁殖性などの改良により長命連産性
を高め、供用期間の延長を図り乳用牛の生涯生産性を向上させることが重要である。

このため、泌乳形質や体型形質をバランスよく改良していく必要があり、独立行政法人家畜改良センターが実施
する遺伝的能力評価に基づく総合指数（ＮＴＰ）を基本とした改良を引き続き推進するものとする。

なお、ＮＴＰを構成する評価項目については、検証を行いつつ見直しを行う。

家畜改良増殖目標及び鶏の改良増殖目標（令和２年３月３１日）（抜粋）

肉用牛の改良増殖目標（抜粋）

（１）能力に関する改良目標

①産肉能力

生産コストの低減や効率的な牛肉生産の観点及び脂肪交雑の多い牛肉のみならず、牛肉に対する消費者の多
様なニーズの高まりに対応する観点から、脂肪交雑については現在の改良量を引き続き維持した上で、日齢枝
肉重量のほか、歩留基準値、ロース芯面積など肉量に関する形質や、食味に関連する不飽和脂肪酸（オレイン
酸等）などの向上に向けた種畜の選抜・利用を推進するものとする。

また、不飽和脂肪酸（オレイン酸等）のみならず、牛肉のアミノ酸量や締まり・きめ等、その他食味に関す
る科学的知見の更なる蓄積を進めるとともに、牛肉に関する新たな改良形質の検討を推進するものとする。

②繁殖性

繁殖形質に関するデータ収集等を推進し、的確な遺伝的能力評価に基づき、繁殖性に優れ、生涯生産性の高
い種畜の選抜を推進することにより、初産月齢の早期化や分娩間隔の短縮等を推進する。

③飼料利用性

生産コストの低減を一層推進する観点から、引き続き、日齢枝肉重量等の遺伝的能力の向上を図るとともに、
直接検定における余剰飼料摂取量と肥育牛における飼料利用性との関連性等も含め、種雄牛選抜における飼料
利用性に関する指標化を検討するものとする。
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豚の改良増殖目標（抜粋）

（１）能力に関する改良目標

国際化の進展等に対応した競争力のある豚肉生産を推進するため、純粋種豚の繁殖能力や肉質を含めた産肉能力
の向上を図り、特色ある豚肉の低コスト生産に向けた改良を推進するものとする。

採卵鶏の改良増殖目標（抜粋）

ウその他の能力に関する改良事項

（ア）卵質

生産・流通段階における破卵の発生の低減を図るための卵殻強度や消費者ニーズに応えた卵殻色、ハウユニッ
ト、肉斑・血斑の発生率等の改善のための改良を推進するものとする。

肉用鶏（ブロイラー）の改良増殖目標（抜粋）

ア飼料要求率

生産コストの削減を図るため、飼料要求率の改善に努めるものとし、その際には、増体の低下につながらないよ
う留意するものとする。

イ生産能力（出荷日齢）

飼料要求率の改善と増体を図ることにより、適正な出荷日齢（注２）に努めるものとする。

ウ育成率

飼養・衛生管理の改善と併せて、疾病等に対する遺伝的な抵抗性の付与により、育成率の向上に努めるものとす
る。
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畜産分野における取組

〇 農業新技術を導入する
・ 労働力不足が顕著な酪農・畜産分野では、搾乳ロボットや発情発見装置の実装を推進。
・ 酪農・畜産分野では、全国の生産関連情報を一元的にデータベースに集約し、データに基づく高度な経営アドバイスを提供
する体制の構築を推進。

繁殖管理の省力化

遠隔監視による発情・分娩検知自動給餌器・餌寄せロボット 自動搾乳ロボット・搾乳ユニット運搬装置

飼料給与の省力化 搾乳作業の省力化

ビッグデータ

個体識別情報

乳量・乳成分

疾病履歴

人工授精情報

生産関連情報デ
ー
タ
連
携
・共
有

最
新
機
械
の
普
及

〇 生産者が、「全国版畜産クラウド」を介し、経営改善に有用な情報をｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等で簡単に見える仕組みを作る。

〇 民間クラウドも「全国版畜産クラウド」の情報を取り込めるよう、連携するシステムを作る。

《 2020までに今後更に進めること》

労
働
時
間
の
削
減
・生
産
性
の
向
上

全国版畜産クラウドシステム
による一元集約化

疾病の早期発見、予防
など高度な経営アドバイ
スを受けることが可能。

民間クラウド＋ＡＩ
最終的に目指す姿

平成30年３月７日 「未来投資会議構造改革徹底推進会合「地域経済・インフラ」会合（農林水産業）(第８回)」配布資料より抜粋

畜産ICTに関する政府の計画等
令和元年６月７日農林水産業・地域の活力創造本部（本部長：内閣総理大臣） 「農業新技術の現場実装推進プログラム」より抜粋
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主な協議会所属メンバー
農業・食品産業技術総合研究機構
（独）家畜改良センター
（独）農畜産業振興機構
（公社）中央畜産会
（公社）日本食肉格付協会
（公社）全国農業共済協会
（公社）全国和牛登録協会
（一社）全国肉用牛振興基金協会
（一社）日本草地畜産種子協会
（一社）日本ホルスタイン登録協会
（一社）家畜人工授精師協会
乳用牛群検定全国協議会
日本飼料工業会
（一社団）日本科学飼料協会
（公社）北海道酪農検定検査協会

データ集約と分析・指導

〇 全国的にデータを収集する「全国版畜産クラウド」を2018年から運用開始。今後機能の拡充、参加農家・団体の拡充を
図る方針。
〇 集めたビッグデータを用いて普及員・獣医師等による現場での経営指導が円滑に行えるような、データの分析手法等の
開発、アドバイザリー体制の整備が将来的に必要。

（支援者）
普及員、獣医師等

https://www.lcn00.liaj.jp/chikusan-cloud/

（生産者）

データベース

利用者登録

情報提供同意システム

全国版畜産クラウドシステム
事業実施主体（システム管理主体）

（一社）家畜改良事業団

全国版畜産クラウドシステム推進協議会

コ
ン
バ
ー
タ
ー

システム推進協議会メンバー
（生産者団体等）から生産関連情報共有【調整中】

・個体識別情報 【接続済】

・乳量・乳成分情報 【接続中】

・人工授精情報 【20年度一部接続予定】

・疾病履歴情報 等

WAGRIとの連携
・農地関連情報 等

ビッグ
データの
分析や
経営へ
の活用
【2019年～】

民間クラウド
データベース

民間クラウド
データベース

（生産者）

（生産者）

＜全国データベース構築＞
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ビックデータ
分析

情報の集約等による農家のメリット

〇 情報の集約により、牛の移動履歴や乳量・乳成分といった様々な情報の一元的利用が可能。
〇 複数農家の情報を集約・分析することで、各農家は類似飼養規模別・地域別といった単位との比較が可能となり、自らの
立ち位置を把握することで改善すべき点の分析も可能。

【課題】現在、情報を収集・活用するには
（１）各情報を所有する機器や団体等から個別に収集。
（２）紙媒体での情報もあり、分析等の活用が難しい。
（PCで閲覧可能でも複数アプリが必要 等）

（３）データの連動や比較による経営分析等が難しい。

牛の移動履歴

団体A 機械B 機械C 獣医師D 団体E

乳量・乳成分

人工授精 血統情報

（１）情報が一元化し、各情報の一括入手が可能に。
（２）データとしての入手が可能となり、情報の活用が容易に。
（３）様々なデータの比較検討により、経営分析等が容易に。
⇒ 農家単位・牛単位で生産性の向上へ寄与。

疾病履歴

情報の集約により

例）乳牛１頭当たり乳量：
‘12年度 9,010kg → 16年度 10,008kg

情報元

【事例】
デンマークではデータ集約・活用の効果もあり、生産性が向上

農家単位・牛単位で
生産性向上

情報の集約

分かりやすい助言

全国版
畜産クラウド

情報の接続

（現状）

（同時期の我が国は8,154kg→8,522kg）
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